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は
じ
め
に

　

平
仮
名
の
字
体
は
、
明
治
三
三
年
に
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」

の
第
一
号
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
整
理
・
統
一
さ
れ
た
。
し
か
し
、

整
理
・
統
一
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
第
一
号
表
が
意
図
し
た
も

の
と
は
異
な
る
字
体
に
よ
っ
て
組
版
・
印
刷
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
こ
の
誤
植
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
の
考
察
に
あ
た
っ
て
、大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、

い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
標
準
的
な
字
体
で
あ
る
。
そ
れ
を
積
極
的
に

示
す
典
型
例
と
し
て
、
明
治
三
三
年
に
近
い
時
期
の
菊
池
真
澄
『
仮

名
字
類
集
』（
明
治
二
七
年
刊
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

同
書
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
。

資
料
の
性
格
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
書
誌
的
事
項
、
著
者
、
刊
行

の
背
景
に
つ
い
て
も
詳
述
す
る
。

　
　
　

一
、
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則

　

現
代
の
平
仮
名
字
体
は
、
法
令
上
で
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）

年
に
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
第
一
号
表
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
。

　

図
一
は
、
明
治
三
三
年
八
月
二
一
日
の
『
官
報
』
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
入
手
し
得
る
中
で
最
も
信
頼
に
足
る
第
一
号
表
で
あ

る
。

　

　
平
仮
名
字
体
の
新
旧

　
　
　
　
　
―
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
と
一
八
九
四
年
の
「
い
ろ
は
か
な
」
―

斎
　
藤
　
達
　
哉
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図
二
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、「
国
語
調

査
委
員
会
」
印
お
よ
び
「
亀
田
」
の
小
判
型
小
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

「
亀
田
」
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
国
語
調
査
委
員
会
の

嘱
託
と
な
っ
た
亀
田
次
郎
氏
（
一
八
七
六
～
一
九
四
四
）
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
図
二
は
奥
付
を
欠
く
た
め
に
発
行
者
・
刊
年
が
不
明

で
あ
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
が
、
国
語
調
査
委
員
会
関
係
者
に
使
用

さ
れ
た
形
跡
を
有
す
る
と
い
う
点
で
資
料
的
価
値
が
高
い
。

　

図
一
、
図
二
と
も
、
仮
名
字
体
は
現
代
通
行
の
も
の
と
同
一
で
あ

り
、
現
代
の
平
仮
名
字
体
が
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
第
一

号
表
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
も
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
第
一
号
表
の
字
体
統

一
に
つ
い
て
は
、
帝
国
教
育
会
仮
名
調
査
委
員
決
議
（『
教
育
公
報
』

第
二
三
一
号
、
明
治
三
三
年
一
月
一
五
日
）
に
「
同
音
の
仮
名
に
数

種
あ
る
を
各
一
種
に
限
る
こ
と
（
即
ち
変
体
仮
名
を
廃
す
る
こ
と
）

左
の
如
し
」（
図
三
）と
し
て
示
さ
れ
た
字
体
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。

統
一
さ
れ
た
仮
名
字
体
は
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
早
く
、
山
田
（
一
九
三
七
）
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
田

は
、
初
学
の
手
本
と
し
て
筆
画
の
簡
単
な
も
の
を
と
っ
た
「
伊
呂
波

手
本
」
が
、
平
仮
名
字
体
の
統
一
と
確
立
と
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た

図
一　
『
官
報
』（
第
五
一
四
一
号
、
明
治
三
三
年
八
月
二
一
日
）

（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
転
載
）

図
二　

国
語
調
査
委
員
会
・
亀
田
氏
押
印
本

（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
転
載
）
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こ
と
を
指
摘
し
た
（
二
五
五
ペ
ー
ジ
）。

　

い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
字
体
が
収
斂
的
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
矢

田
（
二
〇
一
二
）
の
実
証
的
な
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
矢
田
は
、「
平
仮
名
書
き
い
ろ
は
う
た
所
用
字
体
」
が
非
連
綿

体
で
あ
り
、字
体
に
ば
ら
つ
き
が
少
な
い
こ
と（
第
三
編
第
四
章「
平

仮
名
書
き
い
ろ
は
歌
の
成
立
と
展
開
」）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
字
体
と
、
第
一
号
表
の

平
仮
名
字
体
と
は
、完
全
に
は
一
致
し
な
い
。古
田（
二
〇
一
一
）が
、

「「
施
行
規
則
」
の
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
一
般
の
単
行
本
の

活
字
と
し
て
は
一
定
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
」
と

指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
一
号
表
の
平
仮
名
字
体
は
、
活
字
組
版
で
の

使
用
実
態
を
肯
定
し
た
面
が
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

図
三　

帝
国
教
育
会
仮
名
調
査
委
員
決
議
（
部
分
）

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
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二
、
第
一
号
表
の
「
誤
植
」

　
「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
は
、
各
地
で
出
版
さ
れ
る
中
で
、

第
一
号
表
が
意
図
し
た
の
と
は
異
な
る
字
体
に
よ
っ
て
組
版
・
印
刷

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
各
種

の
小
学
校
令
施
行
規
則
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
令
が
次
に
改

正
さ
れ
た
の
は
明
治
三
六
年
四
月
一
三
日
で
あ
る
の
で
、
明
治
三
三

年
か
ら
三
六
年
の
奥
付
を
有
す
る
も
の
を
検
索
す
る
と
、
二
〇
冊
が

該
当
し
、
う
ち
六
冊
に
「
誤
植
」
が
見
ら
れ
た
。
誤
植
の
内
容
別
に

示
す
と
図
四
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

■
ア
行
「
え
」「
お
」、
ヤ
行
「
え
」

　

①
『
改
正
小
学
校
令　

附
施
行
細
則
並
訓
令
』

　
　
　

編
著
者
：
片
吉
保
蔵

　
　
　

発
行
者
：
博
向
堂
（
福
島
県
信
夫
郡
福
島
町
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
三
年
九
月
六
日

　

②
『
小
学
校
令
施
行
規
則
』

　
　
　

編
著
者
：
佐
藤
敬
三
郎

　
　
　

発
行
者
：
佐
藤
幸
也
（
新
潟
市
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
三
年
九
月
一
七
日

図
四　
「
誤
植
」
の
あ
る
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
・
第
一
号
表

（
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
転
載
）
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■
ア
行
「
え
」、
ヤ
行
「
え
」

　

③
『
埼
玉
県
教
育
法
規
』

　
　
　

編
著
者
：
埼
玉
県
内
務
部
第
三
課

　
　
　

発
行
者
：
埼
玉
県
私
立
教
育
会
（
埼
玉
県
北
足
立
郡
浦
和
町
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
六
年
六
月

　

④
『
改
正
小
学
校
令　

附
施
行
細
則
及
附
則
』

　
　
　

編
著
者
：
不
明

　
　
　

発
行
者
：
浜
本
明
昇
堂
（
大
阪
市
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
三
年
九
月
一
三
日

■
ヤ
行
「
え
」

　

⑤
『
改
正
小
学
校
令
并
小
学
校
令
施
行
規
則
』

　
　
　

編
著
者
：
向
井
政
行

　
　
　

発
行
者
：
向
井
政
行
（
奈
良
市
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
三
年
九
月
二
日
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■
ナ
行
「

」

　

⑥
『
小
学
校
令
の
原
理
及
評
釈
』

　
　
　

編
著
者
：
松
山
伝
十
郎

　
　
　

発
行
者
：
金
昌
堂
（
東
京
市
）

　
　
　

発
行
日
：
明
治
三
三
年
九
月
三
日

　

以
上
の
中
で
、「
え
」
は
、
第
一
号
表
の
「
え
」
と
は
字
母
そ
の

も
の
が
異
な
っ
て
い
る
。「
お
」「

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
号
表
の

「
お
」「
な
」
と
字
母
は
同
一
で
あ
る
が
字
体
が
異
っ
て
い
る
。

　

第
一
号
表
の
誤
植
は
、
異
な
る
地
域
に
お
い
て
共
通
し
た
仮
名
に

生
じ
て
い
る
面
が
見
ら
れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
え
」「
お
」

で
、
福
島
、
新
潟
、
埼
玉
、
大
阪
、
奈
良
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、

共
通
し
た
背
景
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

三
、
菊
地
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』

　

第
一
号
表
の
誤
植
の
背
景
に
あ
る
字
体
意
識
を
探
る
た
め
に
は
、

同
時
期
の
字
体
意
識
を
積
極
的
に
示
す
資
料
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
六
年
前
の
明
治

二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
仮
名
字
類
集
』
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　
『
仮
名
字
類
集
』
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
、
菊
池
真
澄

と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
東
京
・
脩
静
堂
か
ら
木
版
刷
り
で
刊
行
さ
れ

た
和
装
本
で
あ
る
。
以
下
、
簡
単
な
書
誌
を
列
記
す
る
。

・
寸
法　

縦
二
三
・
一
糎
、
横
一
五
・
七
糎

・
丁
数　

�

三
一
丁
（
代
序
三
丁
、
序
一
丁
、
自
序
三
丁
、
凡
例
二
丁
、

本
文
一
九
丁
、
附
録
二
丁
、
奥
付
・
広
告
一
丁
）

・
表
紙　

黄
色

・
題
箋　

習
字
適
用�

仮
名
字
類
集�

全
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・
内
題　

仮
名
字
類
集

・
奥
付　

明
治
廿
七
年
九
月
十
一
日
印
刷

　
　
　
　

明
治
廿
七
年
九
月
十
八
日
出
版

　
　
　
　

著
者
并
書
者　

福
島
県
士
族�

菊
池
真
澄

　
　
　
　
　
　

東
京
市
麻
布
区
麻
布
材
木
町
五
十
七
番
地

　
　
　
　

発
行
所　

脩
静
堂

　
　
　
　
　
　

東
京
市
麻
布
区
麻
布
材
木
町
五
十
七
番
地

　

著
者
の
菊
池
真
澄
に
つ
い
て
は
、
奥
付
に
「
福
島
県
士
族
」
と
記

さ
れ
る
ほ
か
に
、
巻
頭
に
「
岩
代　

菊
池
真
澄
」
と
あ
る
。
こ
れ
を

手
が
か
り
に
調
査
し
た
結
果
、
菊
池
は
幕
末
に
二
本
松
藩
祐
筆
と
藩

校
「
敬
学
館
」
の
書
道
教
授
方
（
御
家
流
）
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。『
二
本
松
藩
史
』に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

�

菊
池
真
澄　

通
称
貫
一
郎
後
要
助
と
改
む
。
字
は
眞
徴
、
澹
齋

又
晩
成
と
号
し
藩
の
祐
筆
た
り
。
維
新
後
藩
庁
の
書
記
に
任
ぜ

ら
れ
、
後
伊
達
郡
川
俣
に
移
り
住
せ
り
。
其
の
書
謹
厳
豊
麗
、

信
達
、
安
達
、
安
積
の
墓
誌
記
念
碑
等
其
の
手
に
成
れ
る
も
の

多
し
。
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
四
日
歿
す
、
年
七
十
四
。

　

菊
池
は
『
仮
名
字
類
集
』
を
出
版
し
た
明
治
二
七
年
に
六
四
歳
。

『
二
本
松
藩
史
』
に
は
書
か
れ
な
い
が
、
一
時
期
、
東
京
市
麻
布
区

材
木
町
五
十
七
番
地（

1
（

に
居
を
移
し
て
い
た
こ
と
が
奥
付
か
ら
分
か

る
。
発
行
所
の
「
脩
静
堂
」
も
同
番
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
菊
池
が

川
俣
居
住
時
代
か
ら
用
い
た
堂
号
で
あ
る（

2
（

。

　
『
仮
名
字
類
集
』
巻
頭
に
は
、
辻
新
次
、
浅
岡
一
、
橘
守
道
、
桂

花
園
桂
花
、
真
風
舎
桑
月
に
よ
る
序
代
と
、
安
部
井
磐
根
の
よ
る
序

文
（
明
治
二
七
年
六
月
）
が
置
か
れ
る
。

　
『
仮
名
字
類
集
』
の
本
文
は
、
仮
名
の
諸
体
を
集
め
た
も
の
で
、

現
代
の
仮
名
字
典
に
似
て
い
る
。
配
列
は
、
い
ろ
は
順
で
、
字
母
（
原

字
）
別
に
分
け
て
様
々
な
仮
名
字
形
を
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
（
図

七
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
さ
ら
に
附
録
と
し
て
「

」「

」

な
ど
の
重
字
と
「

」「

」
な
ど
の
連
字
略
が
示
さ
れ
る
。

　

凡
例
の
第
一
項
に
よ
る
と
、「
集
中
の
仮
名
は
多
く
古
言
梯
に
拠

る
」
と
あ
る
が
、
揖
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
の
具
体
的
な
影
響
は
今
の

と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。『
仮
名
字
類
集
』
の
、
頭

書
に
は
、
い
ろ
は
順
の
仮
名
見
出
し
が
存
在
す
る
（
図
五
）。
こ
の

仮
名
見
出
し
の
字
体
は
、『
古
言
梯
』
巻
頭
の
五
十
音
図
（
初
版
本

と
再
考
本
以
降
の
も
の
の
二
つ
の
状
態（

3
（

）
の
字
体
と
完
全
一
致
を
見

な
い
。
ま
た
、『
古
言
梯
』
本
編
中
の
「
一
言
」
で
用
い
ら
れ
る
見

出
し
の
字
体
と
も
完
全
一
致
を
見
な
い
。
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『
仮
名
字
類
集
』
に
お
け
る
仮
名
の
字
母
（
字
原
）
に
つ
い
て
の

注
記
で
は
次
の
諸
説
か
ら
の
引
用
が
見
え
る
。

　

・
斎
藤
彦
麿
『
仮
名
字
抄
』
…
字
母
○多
、
○禮
、
○鬥
、
○衣
の
注
記

　

・
巻
菱
湖
『
仮
名
字
原
』
…
字
母
○多
、
○曽
、
○鬥
、
○以
の
注
記

　

・
全
長
『
以
呂
波
字
考
録
』
…
字
母
○鬥
の
注
記

　

・
新
井
白
蛾
…
字
母
○皿
の
注
記

　
『
仮
名
字
類
集
』
の
対
象
と
す
る
読
者
層
は
、
題
箋
角
書
、
序
文
、

附
録
の
記
述
に
よ
っ
て
、
手
習
い
の
初
学
者
（
稚を

さ
な
ご児

）
や
、
和
歌
俳

諧
（
謌
俳
）
の
道
で
色
紙
・
短
冊
を
書
く
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
以
下
、
注
目
箇
所
に
傍
線
を
付
加
し
て
列
記
す
る
。

　

・
習
字
適
用�

仮
名
字
類
集�

全
（
題
箋
角
書
）

　

・�

…
こ
ゝ
に
、
菊
池
の
翁
の
難
波
津
安
積
山
を
手
習
ふ
こ
ら
の
れ

う
に
も
と
て
…
（
安
部
井
磐
根
に
よ
る
序
）

　

・�

…
さ
れ
は
、
わ
か
安
積
山
を
た
と
ら
む
稚を

さ
な
こ子

に
、
か
む
な
の
草

の
手
よ
り
つ
き
〳
〵
に
う
つ
り
来
り
し
さ
ま
を
、
あ
さ
ち
原
つ

は
ら
〳
〵
に
し
ら
し
め
、
ま
た
い
に
し
へ
よ
り
用
ゐ
な
れ
た
る

か
む
な
の
す
か
た
を
も
さ
と
さ
む
と
て
…
（
自
序
）

　

・�
…
今
学
改
脩
り
文
運
日
々
に
闢
け
□
て
都
鄙
謌
俳
の
道
も
盛
に

て
色
紙
短
冊
を
み
る
事
頗
る
多
し
。
然
る
に
重
字
点
法
を
誤
る

図
五　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』
の
頭
書
の
仮
名
字
体

（
抜
粋
し
て
配
列
）
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も
の
ま
ゝ
あ
り
…
（
附
録
）

　
　
　

四
、
標
準
字
体
と
し
て
の
「
い
ろ
は
か
な
」

　
『
仮
名
字
類
集
』
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
特
定
の
字
体

に
「
小
環
」
を
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
小
環
」
を
付
さ
れ
た

字
体
を
拾
い
、
五
十
音
順
に
配
列
し
直
す
と
図
六
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
「
小
環
」
に
つ
い
て
、
凡
例
第
四
項
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
が
付
加
し
た
）。

　

一
、
文
字
の
傍
に
小
環
を
附
し
た
る
は
い
ろ
は
か
な
の
類
な
り

　

こ
こ
で
言
う
「
い
ろ
は
か
な
の
類
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
凡
例

第
二
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

一�

、
本
集
は
い
ろ
は
仮
字
の
原
字
よ
り
移
り
来
れ
る
類
を
主
と
し

て
さ
と
さ
ん
為
な
れ
は
い
ろ
は
か
な
の
下
に
の
み
和
漢
古
人
の

草
書
の
い
ろ
は
か
な
に
近
き
も
の
を
掲
出
す

図
六　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』
の
小
環
付
き
仮
名
字
体

（
抜
粋
し
て
配
列
）
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「
和
漢
古
人
の
草
書
の
い
ろ
は
か
な
に
近
き
も
の
」
は
、
輪
郭
（
白

抜
き
文
字
）
に
よ
っ
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
小
環
を
付
さ
れ
た
字

を
持
つ
字
母
の
項
に
の
み
示
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
図
七
で
は
、
小
環
を
付
さ
れ
た
字
体
「
い
」
を
持
つ
字

母
「
○以
」
の
末
尾
に
王
義
之
の
草
書
が
掲
出
さ
れ
る
が
、
字
母
「
○伊
」

「
○移
」「
○夷
」「
○意
」
の
下
に
は
古
人
の
草
書
は
掲
出
さ
れ
な
い
。

　

先
に
掲
げ
た
図
五
、
図
六
で
は
『
官
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
施
行
規

則
と
異
な
る
点
が
見
ら
れ
る
。
ア
行
「
え
」、
ヤ
行
「
え
」
は
字
母

そ
の
も
の
が
異
な
っ
て
お
り
、
ア
行
「
お
」、
サ
行
「

」
は
字
体

が
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
字
母
・
字
体
に
よ
る
い
ろ
は
四
十
七
文
字
は
、『
仮
名

字
類
集
』
に
引
用
さ
れ
た
文
献
の
中
で
は
、
斎
藤
彦
麿
『
仮
名
字
抄
』

所
載
の
も
の
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

斎
藤
彦
麿
（
一
七
六
八
～
一
八
五
四
）
は
、
本
居
大
平
門
下
の
国

学
者
で
あ
る
。『
仮
名
字
抄
』
は
、
序
文
に
よ
る
と
、
斎
藤
彦
麿
が

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
著
し
置
い
た
内
容
に
沿
っ
て
、
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）
年
に
孫
の
手
習
い
の
師
で
あ
る
江
邑
文
雄
に
書
を
依

頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
に
は
「
手
な
ら
ふ
始
の
い
ろ
は
文
字
よ

り
傍
仮
名
の
類
に
い
た
る
ま
で
何
く
れ
と
こ
ま
や
か
に
か
き
分
ら

れ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
手
な
ら
ふ
始
の
い
ろ
は
文
字
」
に
該
当
す
る

箇
所
を
抜
粋
す
る
と
、
図
八
の
よ
う
に
な
り
、「

」「
お
」「
え
」

の
字
体
を
用
い
る
点
が
『
仮
名
字
類
集
』（
図
五
・
図
六
）
と
一
致

す
る
。

図
七　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』　

い
の
項
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ま
た
、
二
〇
一
三
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
東
京
国
立
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た「
特
別
展　

和
様
の
書
」出
品
の「
い
ろ
は
屏
風
」（
貫

名
菘
翁
筆
・
六
曲
一
双
・
一
八
五
四
年
）
も
、「

」「
お
」「
え
」

の
字
体
を
用
い
て
い
る
。
貫
名
菘
翁
は
、
幕
末
の
三
筆
と
称
さ
れ
る

書
家
で
あ
る
が
、『
仮
名
字
類
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
字
体
で
書
か
れ
て

い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
仮
名
字
類
集
』
で
「
小
環
」
を
付
さ
れ

た
「
い
ろ
は
か
な
の
類
」
と
は
、
い
ろ
は
歌
を
書
く
場
合
の
標
準
字

体
で
あ
っ
た
と
考
ら
れ
る
。
こ
の
字
体
は
、
幕
末
に
お
い
て
も
「
手

な
ら
ふ
始
の
い
ろ
は
文
字
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
手
習
い
に
お
い
て

固
定
化
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
字
体
が
固
定
化
さ
れ
る
実
態
に
つ
い
て

は
、
既
に
矢
田
（
二
〇
一
二
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、『
仮

名
字
類
集
』『
仮
名
字
抄
』
は
そ
う
し
た
字
体
意
識
を
積
極
的
に
示

し
た
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
、『
仮
名
字

類
集
』
は
、「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」
の
僅
か
六
年
前
の
刊
行

で
あ
り
、
同
時
期
ま
で
、
い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
標
準
字
体
が
継
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
資
料
と
言
え
る
。

図
八　

斎
藤
彦
麿
『
仮
名
字
抄
』
い
ろ
は
歌
の
仮
名
字
体

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
か
ら
抜
粋
し
て
配
列
）
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五
、「
い
ろ
は
か
な
」
と
第
一
号
表
の
齟
齬

　

菊
池
『
仮
名
字
類
集
』
で
頭
書
に
使
用
さ
れ
、
な
お
か
つ
小
環
が

付
け
ら
れ
た
「
い
ろ
は
か
な
」
に
は
、「
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
」

の
第
一
号
表
の
平
仮
名
字
体
と
異
な
る
字
体
の
も
の
が
あ
る
。
ソ
の

仮
名
の
「

」、
オ
の
仮
名
の
「
お
」
エ
の
仮
名
の
「
え
」
で
あ
る
。

　

ソ
の
仮
名
、
オ
の
仮
名
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
『
仮
名
字
抄
』
と
同

じ
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
九
、
図
一
〇
）。

　

エ
の
仮
名
に
つ
い
て
は
、頭
書
の
字
体
・
小
環
付
き
の
字
体
に「
え
」

を
示
し
な
が
ら
も
、
字
母
（
原
字
）
は
「
○衣
」
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
図
一
一
）。
こ
れ
は
、
斎
藤
彦
麿
『
仮
名
字
抄
』
に
あ
る
、

　
　

え　

�

衣
の
艸
書

の
略
也
。
江
字
を
思
ふ
は
非
也
。
江
字
を
仮

名
に
用
ひ
し
事
古
今
例
な
し
。
又
え
字
を
も
と
え
と
い
へ

る
も
非
也
。…
…
仮
名
に
用
る
え
字
は
衣
な
る
事
論
な
し
。

の
「
衣
→
え
」
と
い
う
考
え
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
字
母

（
原
字
）「
○衣
」
の
中
に
「
衣
」
に
由
来
す
る
仮
名
と
「
江
」
に
由
来

す
る
仮
名
を
混
在
さ
せ
て
い
る
。

図
九　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』　

ソ
の
仮
名

図
一
〇　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』　

オ
の
仮
名
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菊
池
真
澄
の
示
し
た
「
い
ろ
は
か
な
」
の
字
体
は
、
前
時
代
か
ら

の
い
ろ
は
歌
に
よ
る
手
習
い
を
継
承
す
る
文
字
教
育
の
場
に
お
け

る
、
毛
筆
に
よ
る
書
記
の
標
準
字
体
と
考
え
ら
れ
る
。
自
序
に
「
わ

か
安
積
山
を
た
と
ら
む
稚を

さ
な
こ子

に
」
と
あ
り
、
安
部
井
磐
根
の
寄
せ
た

序
に
「
菊
池
の
翁
の
難
波
津
安
積
山
を
手
習
ふ
こ
ら
の
れ
う
に
も
と

て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
菊
池
自
身
も
維
新
後

の
初
等
教
育
に
関
わ
っ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る（

4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ソ
の
仮
名
は
「

」、
オ
の
仮
名
は
「
お
」、
エ

の
仮
名
は
「
え
」
が
と
い
う
字
体
の
規
範
意
識
（
い
ろ
は
か
な
）
は
、

明
治
三
三
年
の
帝
国
教
育
会
仮
名
調
査
委
員
決
議
・
改
正
小
学
校
令

施
行
規
則
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
学
校
教
育
の
場
で
の
仮
名
字
体
統

一
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
仮
名
字
類
集
』

巻
頭
に
、
辻
新
次
、
浅
岡
一
の
序
代
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
菊
池
真
澄

と
帝
国
教
育
会
と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
積
極
的
に
示
す

資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い（

5
（

。

　

換
言
す
れ
ば
、
帝
国
教
育
会
仮
名
調
査
委
員
決
議
・
改
正
小
学
校

令
施
行
規
則
が
「
え
」「
お
」「
そ
」
の
字
体
を
採
用
し
た
こ
と
は
、

手
習
い
の
場
（
毛
筆
に
よ
る
書
記
）
で
の
標
準
字
体
を
踏
襲
し
な
い

形
の
字
体
選
択
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
教
科
書
は
木
版

印
刷
か
ら
活
字
印
刷
に
移
行
し
て
お
り
、
古
田
（
二
〇
一
一
）
の
指

摘
す
る
よ
う
に
普
及
し
て
い
る
活
字
字
体
を
考
慮
の
外
に
置
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

六
、
謌
俳
の
道
と
『
仮
名
字
類
集
』

　

学
校
教
育
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
「
い
ろ
は
か
な
」
や

い
わ
ゆ
る
変
体
仮
名
の
書
記
に
関
す
る
知
識
は
、
そ
の
後
の
言
語
生

図
一
一　

菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』　

エ
の
仮
名
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活
の
中
で
不
要
の
も
の
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
菊

池
真
澄
『
仮
名
字
類
集
』
は
、
初
等
教
育
だ
け
で
は
な
く
和
歌
・
俳

諧
に
関
わ
る
人
々
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、『
仮
名
字
類
集
』に
序
を
寄
せ
て
い
る
人
物
を
手
が
か
り
に
、

明
治
期
の
和
歌
・
俳
諧
の
分
野
で
の
需
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

巻
頭
に
は
、
前
述
の
辻
新
次
、
浅
岡
一
の
ほ
か
に
、
橘
守
道
、
桂

花（
桂
花
園
）、真
風
舎
桑
月
に
よ
る
序
代
、安
部
井
磐
根
の
序
文（
明

治
二
七
年
六
月
付
け
）
が
あ
る
。

　

橘
道
守
は
東
京
に
居
住
し
て
い
た
歌
人
で
あ
る
。
橘
守
部
の
子
・

冬
照
の
養
子
と
な
り
、
養
母
の
東
世
子
と
共
に
椎
本
吟
社
を
創
設
し

て
い
る
。
道
守
の
和
歌
を
墨
書
し
た
短
冊
は
、
現
在
で
も
市
中
に
豊

富
に
出
回
っ
て
い
る
。
図
一
二
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

後
に
紹
介
す
る
安
部
井
磐
根
と
の
親
交
が
あ
り
、
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
蔵
「
安
部
井
磐
根
関
係
文
書
」
中
に
守
道
か
ら
の
書

翰
二
八
通
が
現
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
守
が
序
代
（
和
歌
）
を

寄
せ
た
の
は
、
安
部
井
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

桂
花
（
桂
花
園
）
は
、
俳
句
宗
匠
・
幸
島
桂
花
で
あ
る
。
東
京
に

居
住
し
た
が
、
次
に
紹
介
す
る
真
風
舎
桑
月
と
の
交
流
の
形
跡
が
見

ら
れ
る
。『
仮
名
字
類
集
』
へ
序
代
（
俳
句
）
を
寄
せ
た
の
は
桑
月

の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

真
風
舎
桑
月
は
、
川
俣
の
俳
人
で
本
名
は
渡
辺
弥
一
郎（

6
（

。
明
治

二
二
年
に
『
明
治
俳
諧
金
玉
集
』
を
川
俣
で
刊
行
し
て
お
り
、
同
書

に
は
、
先
の
桂
花
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
の
も
う
一

つ
の
序
文
は
「
桃
樹
園
三
千
俊
述　

澹
齋
菊
池
真
澄
書
」
と
な
っ
て

い
る
。「
桃
樹
園
」
は
川
俣
の
人
で
本
名
・
菅
野
孫
一（

7
（

で
あ
る
が
、「
澹

齋
」
は
菊
池
真
澄
の
号
で
あ
る
。
菊
池
真
澄
は
、
川
俣
居
住
時
代
に

同
地
の
俳
諧
人
脈
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

安
部
井
磐
根
は
『
仮
名
字
類
集
』
の
序
文
に
「
翁
と
同
じ
国
人
」

と
記
す
よ
う
に
、
菊
池
と
同
じ
旧
二
本
松
藩
士
で
あ
る
。
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
安
部
井
磐
根
関
係
資
料
」（
番
号
一
三
五
一
）

は
、
菊
池
の
墓
碑
の
写
真
と
拓
本
と
で
あ
り
、
安
部
井
と
菊
地
の
近

図
一
二　

橘
道
守
に
よ
る
短
冊



― 29―

さ
を
物
語
る（

8
（

。

　

安
部
井
は
、
維
新
後
、
福
島
県
会
議
員
を
経
て
衆
議
院
議
員
と
な

り
、
明
治
二
七
年
当
時
は
衆
議
院
副
議
長
の
職
に
あ
っ
た
。
一
方
、

真
清
水
廼
舎
と
号
し
、
国
学
に
明
る
く
、
青
年
期
に
は
本
居
宣
長
に

傾
倒
し
て
『
古
事
記
伝
』
全
巻
を
書
写
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い

う（
9
（

。

　

安
部
井
は
、
国
学
者
系
の
大
八
洲
学
会
に
も
入
会
し
て
い
る
。
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
安
部
井
磐
根
関
係
文
書
」
の
一
つ

で
あ
る
明
治
二
七
年
の
「
当
用
日
記
」（
番
号
八
七
四
）
に
は
「
大

八
洲
学
会
」（
三
月
三
〇
日
）、「
大
八
洲
学
校
」（
六
月
二
三
日
）
の

記
述
も
見
え
る
。
大
八
洲
学
会
は
、
本
居
豊
頴
、
小
杉
榲
邨
ら
が
中

心
と
な
っ
て
一
八
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
歌
文
学
会
で
、
国
学
の
流

れ
を
汲
む
保
守
的
・
古
典
的
な
学
風
を
有
し
て
い
た
。

　

ま
た
、安
部
井
は
先
述
の
よ
う
に
歌
人
・
橘
道
守
と
も
親
交
が
あ
っ

た
。
橘
道
守
も
国
学
者
・
橘
守
部
の
流
れ
を
汲
む
歌
人
で
あ
る
。「
安

部
井
磐
根
関
係
文
書
」
に
は
、
菊
地
真
澄
か
ら
の
書
翰
九
通
（
番
号

一
二
四
―
一
～
九
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
川
俣
居
住
時
代
の
菊
池
発

の
書
翰
に
も
、
和
歌
を
書
き
送
っ
た
も
の
（
番
号
一
二
四
―
二
）
や
、

短
冊
の
贈
答
つ
い
て
の
記
述（
番
号
一
二
四
―
二
、七
）が
見
ら
れ
る
。

　

安
部
井
は
、『
仮
名
字
類
集
』
に
序
を
寄
せ
た
人
物
の
中
で
菊
池

真
澄
に
最
も
近
い
人
物
で
、
同
書
刊
行
の
相
談
も
受
け
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
安
部
井
の
明
治
二
七
年
「
当
用
日
記
」（
番
号
八
六
四
）

に
よ
る
と
、
菊
池
真
澄
は
上
梓
前
に
八
回
、
上
梓
後
に
一
回
、
東
京

の
安
部
井
邸
を
訪
問
し
て
い
る（

（1
（

。さ
ら
に
、「
安
部
井
磐
根
関
係
資
料
」

（
番
号
一
二
四
―
一
）
の
空
封
筒
は
、
上
梓
直
後
に
『
仮
名
字
類
集
』

を
二
本
松
に
帰
っ
て
い
た
安
部
井
宛
に
送
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
蓋

然
性
が
高
い（

（（
（

。

　

安
部
井
磐
根
と
菊
池
真
澄
は
、
二
本
松
藩
時
代
か
ら
の
旧
知
の
間

柄
で
あ
り
、
維
新
後
も
和
歌
・
国
学
を
通
じ
て
行
き
来
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
関
係
は
菊
池
の
東
京
移
住
後
も
続
い
て
お
り
、『
仮
名
字

類
集
』
の
出
版
に
も
安
部
井
の
協
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
菊
地
真
澄
は
、
維
新
後
に
移
り
住
ん
だ
川
俣
の

真
風
舎
桑
月
（
渡
辺
弥
一
郎
）
を
通
し
て
の
「
俳
諧
」
の
人
脈
と
、

二
本
松
藩
士
時
代
か
ら
親
交
の
続
く
安
部
井
磐
根
を
通
し
て
の
「
国

学
」「
和
歌
」
の
人
脈
を
持
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
仮
名
字
類
集
』
の
附
録
で
、
和
歌
・
俳
諧
（
謌
俳
）
の
道
で
色
紙
・

短
冊
を
書
く
者
へ
の
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
人
脈



― 30―

に
よ
る
販
路
を
想
定
し
て
の
記
述
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
八
洲
学
会
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、謌
俳
の
道
に
お
い
て
は
、

古
典
が
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
謌
俳
に
お
い
て
は
、
先
の
図
一
二
の

例
が
示
す
よ
う
に
、
毛
筆
に
よ
る
書
記
が
通
常
の
行
為
と
し
て
続
け

ら
れ
て
い
た
。『
仮
名
字
類
集
』
は
、
毛
筆
に
よ
る
書
記
に
お
け
る

規
範
意
識
を
顕
在
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

仮
名
字
体
の
統
一
は
、
合
理
性
を
重
視
し
た
言
語
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。
一
方
、「
い
ろ
は
か
な
」
は
、
毛
筆
に
よ
る
伝
統
的
な
書
記

を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
お
／
お
」「
え
／
え
」「
そ
／

」
の

違
い
は
、
新
旧
両
者
の
志
向
の
違
い
が
可
視
化
さ
れ
た
も
の
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
事
例
で
あ
る
。

　
　
　

七
、
第
一
号
表
「
え
」「
お
」
の
背
景

　

福
島
、
新
潟
、
埼
玉
、
大
阪
、
奈
良
で
刊
行
さ
れ
た
、
第
一
号
表

に
「
え
」「
お
」
が
使
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
い
ろ
は
歌
を
書
く
際

の
標
準
字
体
の
意
識
―
「
い
ろ
は
か
な
」
の
字
体
意
識
と
同
等
の
も

の
―
の
混
在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
お
」
は
字
体
を
誤
っ
て
い
る
が
字
母
は
第
一
号
表
の
「
お
」
と

同
じ
で
あ
る
。「
え
」
は
現
代
の
認
識
で
は
字
母
そ
の
も
の
を
誤
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
い
ろ
は
か
な
」
の
字
体
意
識
で

は
字
母
「
衣
」
を
草
体
化
し
た
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
字
母

を
誤
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
、「
い
ろ
は
か
な
」
の
字
体

意
識
の
下
で
は
「
え
」「
お
」
よ
り
も
、「
え
」「
お
」
の
方
が
標
準

的
で
あ
る
。

　

組
版
あ
る
い
は
校
正
の
段
階
で
、「
い
ろ
は
か
な
」
の
字
体
意
識

が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
え
」「
お
」
は
よ
り
標
準
的
な
「
え
」

「
お
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
誤
植
は
、
植
字
者
・
校
正
者
の
意
識
だ
け
に
起

因
す
る
も
の
と
し
て
片
づ
け
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

　

字
母
か
ら
仮
名
へ
の
草
化
は
、
明
瞭
な
境
界
を
持
つ
段
階
的
な
変

化
で
な
く
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
連
続
的
な
変
化
で
あ
る
。
こ

の
見
方
に
立
て
ば
、「
お
」
は
「
お
」
に
包
括
さ
れ
、
伝
統
的
な
考

え
方
の
下
で
は
「
え
」
は
「
え
」
に
包
括
さ
れ
る
。「
お
＝
お
」、「
え

＝
え
」
と
い
う
解
釈
・
類
推
が
生
じ
得
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
不
足
し

て
い
た
と
い
う
点
で
は
、
第
一
号
表
の
提
示
の
さ
れ
方
に
も
問
題
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
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ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
改
正
小
学
校
令
施
行
規
則
の
第
一
号
表
が
、
意
図
し

た
の
と
は
異
な
る
字
体
に
よ
っ
て
組
版
・
印
刷
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
こ
と
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
こ

と
の
要
点
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①�　

第
一
号
表
の
誤
植
は
、
異
な
る
複
数
の
地
域
で
、
共
通
し
た

仮
名
に
発
生
し
て
い
る
。中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は「
え
」「
お
」

で
あ
る
。

　

②�　

第
一
号
表
と
同
時
期
の
仮
名
字
体
の
標
準
意
識
を
知
る
た
め

の
資
料
と
し
て
菊
池
真
澄
『
仮
名
字
類
抄
』
が
注
目
さ
れ
る
。

　

③�　
『
仮
名
字
類
抄
』
で
は
、
特
定
の
仮
名
字
体
に
小
環
を
付
し

て
「
い
ろ
は
か
な
」
と
称
し
て
い
る
。「
い
ろ
は
か
な
」
は
、

い
ろ
は
歌
を
書
く
際
の
標
準
字
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
手
習

い
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

④�　
「
い
ろ
は
か
な
」
中
で
第
一
号
表
と
異
な
る
字
体
は
、「

」

「
お
」「
え
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
え
」
の
字
母
は
「
衣
」
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
第
一
号
表
の

「
え
」「
お
」「
そ
」
は
手
習
い
等
の
場
で
行
わ
れ
て
い
た
毛
筆

に
よ
る
書
記
で
の
標
準
字
体
を
継
承
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

⑤�　

毛
筆
に
よ
る
書
記
行
為
は
、
手
習
い
や
和
歌
・
俳
諧
の
分
野

で
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
の
「
い
ろ
は
か
な
」
の
標
準
字
体
の

意
識
が
混
在
す
れ
ば
、
第
一
号
表
に
「
お
」「
え
」
を
用
い
る

こ
と
も
誤
り
も
発
生
し
う
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
第
一
号
表
の
「

」
の
誤
植
に
つ
い
て
は
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
第
一
号
表
に
は

「

」
と
「

」
の
揺
れ
の
問
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
た
い
。

注（
1�

）「
麻
布
区
材
木
町
五
七
番
地
」
は
、
現
在
の
港
区
六
本
木
六
丁
目

一
〇
番
地
（
六
本
木
六
丁
目
交
差
点
の
南
側
）
に
相
当
す
る
。
六
本

木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
二
階
の
北
東
角
オ
フ
ィ
ス
入
口
と
そ
の
前
の
広

場
（
６
６
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
の
位
置
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
旧
二
本
松
藩

主
・
丹
羽
邸
（
当
時
の
六
本
木
一
ノ
一
。
現
在
の
港
区
六
本
木
五
丁
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目
四
番
五
号
、六
本
木
ロ
ア
ビ
ル
の
立
つ
一
画
）か
ら
、約
五
百
メ
ー

ト
ル
（
徒
歩
約
八
分
）
の
近
距
離
で
あ
る
。
六
本
木
近
辺
は
、
二
本

松
藩
出
身
者
に
と
っ
て
親
近
感
の
あ
る
土
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
安
部
井
磐
根
の
日
記
で
も
旧
藩
主
・
丹
羽
長
国
が
「
六
本
木
御

隠
居
様
」（
明
治
二
七
年
五
月
一
九
日
）
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
し
ば

し
ば
「
六
本
木
」
が
登
場
す
る
。

　
　

�　

な
お
、「
麻
布
区
材
木
町
五
七
番
地
」
は
明
治
四
五
年
の
地
籍
図

で
は
伊
達
宗
曜
が
所
有
す
る
。
宗
曜
は
、
旧
宇
和
島
藩
主
・
伊
達
宗

城
（
一
八
一
八
～
一
八
九
二
）
の
十
男
で
あ
る
。
旧
二
本
松
藩
主
・

丹
羽
長
国
（
一
八
三
四
～
一
九
〇
四
）
の
女
婿
で
あ
る
丹
羽
長
徳

（
一
八
七
三
～
一
九
四
七
）
は
、
伊
達
宗
城
の
孫
で
あ
る
。
菊
池
真

澄
は
、
旧
藩
主
の
女
婿
の
実
家
（
伊
達
家
）
の
家
作
に
居
住
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

（
2�

）「
脩
静
堂
」
が
菊
池
真
澄
の
堂
号
で
あ
る
こ
と
は
、
川
俣
居
住
時

代
に
同
人
が
安
部
井
磐
根
に
送
っ
た
書
翰
か
ら
判
明
し
た
。「
安
部

井
磐
根
関
係
文
書
」（
番
号
一
二
四
‐
二
、三
、四
、六
、八
）に
は
、「
岩

城
国
伊
達
郡
・
川
俣
村
修
静
堂
・
菊
池
真
澄
」
の
丸
型
朱
印
（
直
径

三
糎
）
が
押
さ
れ
て
い
る
。
川
俣
村
は
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に

誕
生
し
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
川
俣
町
と
変
更
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
印
は
明
治
九
～
二
二
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
3�

）『
古
言
梯
』
の
各
版
お
よ
び
五
十
音
図
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
林

（
一
九
八
七
）
を
参
考
に
し
た
。

（
4�

）
奥
付
裏
の
広
告
に
も
、『
諸
碑
文
習
字
帖　

字
畫
結
體
辨
妄
』『
運

筆
自
在
假
字
法
帖
』『
勅
語
』『
勅
諭
』
が
近
刻
と
な
っ
て
い
て
、
書

道
と
教
育
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る�

。

　
　

�　

ま
た
、
菊
池
真
澄
は
、
藩
校
教
授
時
代
に
子
弟
の
書
道
教
育
に
関

わ
っ
た
ほ
か
、
川
俣
居
住
時
代
に
も
初
等
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
と

推
測
で
き
る
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
安
部
井
磐
根
関

係
文
書
」
書
翰
（
番
号
一
二
四
―
六
）
に
用
い
ら
れ
た
封
筒
は
、「
伊

達
郡
川
俣
高
等
小
学
校
」
と
紺
色
の
イ
ン
ク
で
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
い

る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

（
5�

）
辻
新
次
は
、明
治
二
七
年
当
時
は
大
日
本
教
育
会
会
長
で
あ
っ
た
。

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
の
小
学
校
令
お
よ
び
二
三
年
の
小
学
校

令
に
は
、
文
部
次
官
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
三
三
年
の
小
学
校
令

改
正
前
後
に
は
、
帝
国
教
育
会
会
長
と
し
て
、
同
会
仮
名
調
査
委
員

の
国
語
国
字
に
関
す
る
決
議
（『
教
育
公
報
』
第
二
三
一
号
、
一
月

一
五
日
）、
同
会
仮
名
改
良
部
の
国
語
国
字
に
関
す
る
決
議
（『
教
育

公
報
』
第
二
四
〇
号
、
一
〇
月
一
五
日
）
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
　

�　

浅
岡
一
は
、
二
本
松
藩
出
身
の
教
育
者
で
あ
る
。
文
部
省
勤
務
を
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振
り
出
し
に
、
明
治
一
九
年
に
長
野
県
師
範
学
校
長
と
し
て
赴
任
。

同
県
学
務
課
長
も
兼
任
し
な
が
ら
、
信
濃
教
育
会
の
初
代
会
長
と
し

て
長
野
県
教
育
界
の
中
心
物
と
な
っ
て
い
た
。
浅
岡
は
、
明
治
五
年

に
東
京
の
辻
新
次
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
お
り
、
両
者
は
近
い
関
係

に
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
辻
は
、
浅
岡
の
働
き
か
け
に

応
じ
て
序
代
を
寄
せ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
　

�　

し
か
し
な
が
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
辻
新
次
関

係
資
料
」（
寄
託
分
及
び
國
學
院
大
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か

ら
の
複
製
分
）
に
菊
池
真
澄
か
ら
の
書
翰
は
見
ら
れ
ず
、
直
接
的
な

関
係
は
不
詳
で
あ
る
。

（
6
）
河
合
（
二
〇
〇
五
）
に
基
づ
く
。

（
7
）
河
合
（
二
〇
〇
五
）
に
基
づ
く
。

（
8�

）「
安
部
井
磐
根
関
係
資
料
」（
番
号
一
三
五
一
）
は
、
二
本
松
の
安

部
井
宛
の
封
筒
で
、
差
出
人
が
書
か
れ
な
い
。
岩
代
川
俣
局
四
〇
年

八
月
八
日
消
印
、
岩
代
二
本
松
局
四
〇
年
八
月
九
日
消
印
が
あ
る
。

封
筒
に
は
「
菊
池
晩
成
清
居
士
」
碑
の
写
真
（
台
紙
付
き
）
と
碑
の

拓
本
（
和
紙
・
原
寸
大
）
の
二
点
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

碑
は
、
常
泉
寺
（
伊
達
郡
川
俣
町
字
寺
前
一
九
）
に
存
在
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
写
真
台
紙
の
裏
面
に
は
、
安
部
井
の
筆
で
「
四
十
年

八
月
渡
辺
／
弥
七
よ
り
贈
り
来
る
／
卅
七
年
二
月
廿
四
日
歿
」
と
添

え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�　

遡
っ
て
、
安
部
井
磐
根
の
明
治
三
七
年
「
当
用
日
記
」（
番
号

八
七
四
）
の
二
月
二
五
日
に
「
菊
池
真
澄
昨
夜
病
死
の
訃
に
接
す
」

と
書
か
れ
、
同
日
の
客
に
「
菊
池
得
寿
」
な
る
人
物
、
支
出
欄
に
弔

慰
金
で
あ
ろ
う
か
「
菊
池　

一
円
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
四
〇

年
「
当
用
日
記
」（
番
号
八
七
七
）
の
八
月
九
日
に
は
、「
渡
辺
弥
七

よ
り
菊
池
真
澄
の
碑
摺
拓
を
贈
り
来
る
」
と
あ
る
。
渡
辺
弥
七
は
、

川
俣
選
出
の
福
島
県
議
会
議
員
で
、
同
日
記
の
七
月
二
八
日
に
「
渡

辺
弥
七
を
野
地
眼
科
病
院
ニ
問
ふ
」
と
あ
る
。
安
部
井
が
川
俣
出
身

の
渡
辺
弥
七
を
見
舞
っ
た
際
の
話
題
が
菊
池
真
澄
に
及
ん
だ
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

（
9�

）
二
本
松
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
人
物
史　

安
部
井
磐
根
」

（http://w
w
w
.city.nihonm

atsu.lg.jp/soshiki/54/400.htm
l

）

に
基
づ
く
。

（
10�

）
安
部
井
磐
根
の
明
治
二
七
年
「
当
用
日
記
」
に
よ
る
と
、
菊
池
真

澄
の
訪
問
は
、
上
梓
前
の
一
月
四
日
、
四
月
一
四
、
一
五
日
、
五
月

二
四
日
、
六
月
九
、
一
二
、
一
七
、
二
一
日
、
上
梓
後
の
一
〇
月
五

日
。
い
ず
れ
も
、
帝
国
議
会
会
期
中
ま
た
は
直
前
直
後
の
安
部
井
在

京
中
で
あ
る
が
、
安
部
井
が
序
文
を
記
し
た
六
月
の
訪
問
が
最
多
。

（
11�

）
明
治
二
七
年
九
月
二
二
日
着
消
印
の
押
さ
れ
た
封
筒
（
番
号
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一
二
四
―
一
）
は
、「
東
京
麻
布
材
木
町
五
十
七
番
地　

菊
池
真
澄
」

か
ら
、「
岩
代
安
達
郡
二
本
松
舊
郭
内　

安
部
井
磐
根
」
宛
に
送
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
物
は
残
っ
て
い
な
い
が
、『
仮
名
字
類
集
』

を
複
数
冊
送
っ
た
際
に
使
用
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

　
　

�　

発
信
局
の
消
印
は
判
読
で
き
な
い
が
、
受
信
局
の
消
印
は
「
岩
代�

二
本
松　

廿
七
年
九
月
二
十
二
日　

八
便
」と
あ
り
、『
仮
名
字
類
集
』

の
発
行
日
九
月
一
七
日
に
近
い
。
封
筒
の
寸
法
は
、
縦
二
三
・
五
糎
、

横
一
五
・
七
糎
、マ
チ
約
二
糎
で
、内
容
物
を
示
す
た
め
か「
当
坐
用
」

と
大
書
さ
れ
て
い
る
。『
仮
名
字
類
集
』
は
、
大
き
さ
が
縦
二
三
・
一

糎
、
横
一
五
・
七
糎
、
厚
さ
約
〇
・
七
糎
で
あ
る
か
ら
、
複
数
冊
収
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

�　

な
お
、
明
治
二
七
年
九
月
二
二
日
は
、
第
六
回
帝
国
議
会
（
五
月

一
五
日
～
六
月
二
日
）
と
第
七
回
帝
国
議
会
（
一
〇
月
一
八
日
～

一
〇
月
二
一
日
）の
間
で
あ
り
、安
部
井
は
二
本
松
に
帰
っ
て
い
た
。

第
七
回
帝
国
議
会
に
向
け
て
安
部
井
が
上
京
す
る
と
、
菊
池
は
一
〇

月
五
日
に
訪
問
し
て
い
る
。「
当
坐
用
」
と
は
、「
安
部
井
が
上
京
し

た
折
に
上
梓
の
挨
拶
に
伺
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
」
と
い
う
意
味
に

解
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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